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 本庄国際リサーチパーク推進協議会と(財)本庄国際リサー

チパーク研究推進機構が主催する本庄早稲田・経営セミナー

「中小・ベンチャー企業が日本をリードする」が、１月２３

日に早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンターで

開催されました。講師にはジャーナリストとして活躍されテ

レビ等でも著名な高野孟氏をお招きしてご講演いただきまし

た。当日はあいにく雪が降り足元が悪い中にもかかわらず、

地元の経営者や一般の方々など７０名が参加されました。 

 講演では、まず日本が先進国として成熟した社会に移行し

つつある現在でも、社会システムが旧態のままであることを

指摘し、これまでに取り組まれてきた構造改革の実態につい

て触れていきました。 

 その後、マクロ的な経済視点に基づき、ドルによるアメリ

カ中心の経済社会から、ヨー

ロッパのユーロやアジアを中心

とするユーラシア大陸の経済社

会に移行していることを指摘

し、世界経済に対して日本が今

後どのような形で関与していく

かについて問題提起されまし

た。 

                    ◆◆◆◆イベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダー◆◆◆◆    

【【【【3333月月月月】】】】    
●●●●3/5(3/5(3/5(3/5(水水水水))))・・・・6(6(6(6(木木木木))))・・・・7(7(7(7(金金金金))))=本庄早稲田技術実践セミ

ナー  第9回「メカトロ技術セミナー」；9:30～

16:30；講師   浦野 政俊氏；於 WRPCC/     

※2月に実施する内容と同内容のセミナーです。 

●●●●3/6((3/6((3/6((3/6((木木木木)=平成20年度 補助金等公的支援制度説明

会；14:00～15:30；主催  本庄国際リサーチパーク

研究推進機構；担当 二宮；於 WRPCC    

 最後に、経済が大きく変革しつつある現在において、日本

の中小企業は技術力が高く、日本よりもむしろ世界の金融機

関から注目されていることについて実例で説明され、日本か

らも中小・ベンチャー企業の目利きを積極的に行い、グロー

バルに展開できる金融が必要であると結論付け、９０分に及

んだ中身の濃いセミナーは、終了しました。 

 高野氏はご多忙な中、その後の交流会にもご参加いただ

き、参加者と交流を深めていただきました。 

●●●●本庄早稲田本庄早稲田本庄早稲田本庄早稲田「「「「職務発明制度職務発明制度職務発明制度職務発明制度・・・・先使先使先使先使

用権制度相談会用権制度相談会用権制度相談会用権制度相談会」」」」開催開催開催開催    

    ２月６日に早稲田リサーチパーク・

コミュニケーションセンターにおいて 

広域関東圏知的財産戦略本部（関東経

済産業局）との共催により、標記相談

会を開催し、地元企業４社の相談に応

じました。 

 「職務発明制度」「先使用権制度」

は、近年その重要性が増してきている

知的財産権の制度です。 

 担当弁護士には、職務発明制度の制

定に携われ、新聞や法律専門誌の執筆

を数多く手がける太田大三氏をお招き

しました。太田弁護士は、各企業の相

談に応じて具体的な方針や回答をわか

りやすく示しましたので、参加企業の

皆様にとって満足度の高い相談会とな

りました。 

 当財団では公的機関のネットワーク

を活用して、知的財産権の相談に対応

しております。お気軽にご相談くださ

い。 

 

 

    

    

 

●●●●｢｢｢｢食品食品食品食品バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス勉強会勉強会勉強会勉強会｣｣｣｣をををを開催開催開催開催────

資源化協議会資源化協議会資源化協議会資源化協議会とととと共催共催共催共催でシンポもでシンポもでシンポもでシンポも予定予定予定予定    

本財団では、去る１月９日(水)、さ

いたま市浦和区の埼玉会館にて、本年

度２回目の「食品バイオマス資源化推

進勉強会」を開催しました。 

この勉強会は、都市エリア産学官連

携促進事業の一環として本財団が主催

し、昨年３月に発足した「食品バイオ

マス資源循環推進研究協議会」との共

同事業として実施しているもの。当日

の参加者は約40名で、前回に続いて会

場定員を上回る盛況ぶりでした。 

今回は、埼玉県内で食品バイオマス

の循環利用を目指す取組みが現在直面

している様々な問題・課題について、

埼玉県農林部農産物安全課（バイオマ

ス担当）の斉藤達朗主任からの話題提

供を中心に議論が深められました。 

その後、埼玉県農林総合研究セン

ター研究員の畑克利氏の研究報告や、

初参加の若手生産者集団・㈱くらしの

里（吉川市）の山崎能央氏らによる

「環境保全型農業」についての取組み

報告を交えながら、自由な意見交換が

進められました。 

この中では、今月27日(水)に開催さ

れる今年度シンポジウム（開催案内開催案内開催案内開催案内＝＝＝＝    
【【【【写真写真写真写真】】】】相談時相談時相談時相談時のののの様子様子様子様子    

【【【【写真写真写真写真】】】】セミナーセミナーセミナーセミナー会場会場会場会場のののの様子様子様子様子    

【【【【写真写真写真写真】】】】講演中講演中講演中講演中のののの高野高野高野高野    孟氏孟氏孟氏孟氏    

下欄）の内容についても話し合われ、

協議会設立１周年を節目に食品バイオ

マス利活用に向けた活動をさらに発展

させていく方向が確認されました。    

◆◆◆◆第第第第４４４４回回回回「「「「都市系食品都市系食品都市系食品都市系食品バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス資源化資源化資源化資源化

推進推進推進推進シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム」」」」開催案内開催案内開催案内開催案内    

日時：2008/2/27（水） 13:30～16:50 

【【【【17:00～ 情報交換会情報交換会情報交換会情報交換会（参加費¥3,000】】】】    

場所：大宮ソニックシティ906研修室 

主催：食品バイオマス資源循環推進研究協議

会／埼玉県農林総合研究センター／埼玉

県農林部農産物安全課／埼玉大学共生社

会研究センター／本財団 

（基調講演）「「「「食品食品食品食品リサイクルがリサイクルがリサイクルがリサイクルが変変変変わるわるわるわる！！！！    

    地域地域地域地域ネットワークネットワークネットワークネットワーク化化化化モデルモデルモデルモデル」」」」 

 ㈱船井総合研究所  山田 浩太 氏 

（情報提供）「「「「環境保全型農業環境保全型農業環境保全型農業環境保全型農業とととと食品食品食品食品バイオバイオバイオバイオ    

    マスマスマスマス肥料肥料肥料肥料－－－－生産現場生産現場生産現場生産現場からのからのからのからの報告報告報告報告－」－」－」－」 

 ㈱くらしの里  山崎 能央 氏 

（意見交換）    


